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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ベ ー ス 本 体 と 、 複 数 の 羽 軸 と 、 複 数 の 羽 片 と を 備 え 、 前 記 複 数 の 羽 軸 の 一 端 が 前 記 ベ ー  
ス 本 体 に 挿 設 さ れ 、 前 記 複 数 の 羽 片 が 前 記 複 数 の 羽 軸 の 他 端 に 連 結 さ れ る シ ャ ト ル コ ッ ク  
半 製 品 を 用 意 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 を 円 錐 台 と 、 間 隔 を あ け て 前 記 円 錐 台 の 外 側 に 設 け ら れ た 複  
数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と を 備 え た 雄 型 に 入 れ 、 か つ 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 を 円 錐 台 の 外 側  
に 置 く ス テ ッ プ と 、
　 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 を 雄 型 と と も に 、 テ ー パ ー 溝 と 、 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 と 、 材  
料 注 入 流 路 と を 備 え 、 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 は 間 隔 を あ け て 前 記 テ ー パ ー 溝 の 内 面 に 設  
け ら れ 、 前 記 材 料 注 入 流 路 は 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 に 連 通 さ れ 、 各 前 記 第 １ 環 状 凹 溝 が  
各 前 記 第 ２ 環 状 凹 溝 に 対 応 し て 複 数 の 成 形 溝 を 形 成 し 、 前 記 複 数 の 成 形 溝 は 前 記 複 数 の 第  
２ 環 状 凹 溝 を 介 し 前 記 材 料 注 入 流 路 と 連 通 す る 雌 型 に 入 れ る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 材 料 注 入 流 路 か ら プ ラ ス チ ッ ク を 注 入 し 、 前 記 プ ラ ス チ ッ ク は 成 形 溝 内 で 固 化 し て  
複 数 の 連 結 部 材 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 を 含 む 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と 前 記 円 錐 台 の 頂 面 と が 互 い に 平 行 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 人  
工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】

請求項の数　14　（全13頁）
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　 前 記 雄 型 は 、 間 隔 を あ け て 前 記 円 錐 台 の 外 側 に 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と 交  
差 す る 複 数 の 第 １ 羽 軸 用 溝 を 備 え 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の 前 記 複 数 の 羽 軸 が 前 記 複  
数 の 第 １ 羽 軸 用 溝 に 収 容 さ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ３ 本 の 成 形 溝 を 形 成 す る よ う に 、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 及 び 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝  
の 数 は 、 ３ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 隣 り 合 う ２ つ の 前 記 第 １ 環 状 凹 溝 の 間 の 距 離 は 、 同 じ で あ る 請 求 項 ４ に 記 載 の 人 工 シ ャ  
ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 テ ー パ ー 溝 は 、 ベ ー ス 部 と 、 第 １ テ ー パ ー 部 と を 備 え 、 前 記 第 １ テ ー パ ー 部 は 前 記  
ベ ー ス 部 と 隣 り 合 っ て 設 け ら れ 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の ベ ー ス 本 体 が 前 記 ベ ー ス 部  
に 収 容 さ れ 、 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 が 前 記 第 １ テ ー パ ー 部 に 設 け ら れ る 請 求 項 １ に 記 載  
の 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 テ ー パ ー 溝 は 、 第 １ テ ー パ ー 部 と 隣 り 合 っ て 設 け ら れ た 第 ２ テ ー パ ー 部 を 備 え 、 前  
記 第 ２ テ ー パ ー 部 の 内 径 は 前 記 第 １ テ ー パ ー 部 の 内 径 よ り も 大 き く 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク  
半 製 品 の 前 記 複 数 の 羽 片 が 第 ２ テ ー パ ー 部 に 収 容 さ れ る 請 求 項 ６ に 記 載 の 人 工 シ ャ ト ル コ  
ッ ク の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 か ら 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク を 製 造 す る た め の 金 型 で あ っ て 、 前 記 シ  
ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 は 、 ベ ー ス 本 体 と 、 複 数 の 羽 軸 と 、 複 数 の 羽 片 と を 備 え 、 前 記 複 数 の  
羽 軸 の 一 端 は ベ ー ス 本 体 に 挿 設 さ れ 、 前 記 複 数 の 羽 片 は 前 記 複 数 の 羽 軸 の 他 端 に 連 結 さ れ  
、 前 記 金 型 は 、
　 外 側 を 有 し 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 が 円 錐 台 の 外 側 に 配 置 さ れ る 円 錐 台 と 、 間 隔 を  
あ け て 前 記 円 錐 台 の 外 側 に 設 け ら れ た 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と を 備 え た 雄 型 と 、
　 内 表 面 を 有 す る テ ー パ ー 溝 と 、 間 隔 を あ け て 前 記 テ ー パ ー 溝 の 前 記 内 表 面 に 設 け ら れ 、  
前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 が 前 記 雄 型 と と も に 雌 型 に 入 れ ら れ る と 、 各 前 記 第 １ 環 状 凹 溝  
は 各 第 ２ 環 状 凹 溝 に 対 応 し て 、 複 数 の 成 形 溝 を 形 成 す る 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 と 、 前 記 複 数  
の 第 ２ 環 状 凹 溝 に 連 通 さ れ 、 前 記 複 数 の 成 形 溝 が 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 を 介 し て 材 料 注  
入 流 路 と 連 通 す る 材 料 注 入 流 路 と を 備 え た 雌 型 と を 含 み 、
　 前 記 材 料 注 入 流 路 か ら プ ラ ス チ ッ ク を 注 入 し 、 前 記 プ ラ ス チ ッ ク が 前 記 複 数 の 成 形 溝 内  
で 固 化 し て 複 数 の 連 結 部 材 を 形 成 す る 金 型 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と 前 記 円 錐 台 の 頂 面 と が 互 い に 平 行 で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 金  
型 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 雄 型 は 、 間 隔 を あ け て 前 記 円 錐 台 の 外 側 に 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と 交  
差 す る 複 数 の 第 １ 羽 軸 用 溝 を 備 え 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の 前 記 複 数 の 羽 軸 が 前 記 複  
数 の 第 １ 羽 軸 用 溝 に 収 容 さ れ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 金 型 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 ３ 本 の 成 形 溝 を 形 成 す る よ う に 、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 及 び 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝  
の 数 は 、 ３ で あ る 請 求 項 ８ に 記 載 の 金 型 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 隣 り 合 う ２ つ の 前 記 第 １ 環 状 凹 溝 の 間 の 距 離 は 、 同 じ で あ る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 金 型 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 テ ー パ ー 溝 は 、 ベ ー ス 部 と 、 第 １ テ ー パ ー 部 と を 備 え 、 前 記 第 １ テ ー パ ー 部 は 前 記  
ベ ー ス 部 と 隣 り 合 っ て 設 け ら れ 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の ベ ー ス 本 体 が 前 記 ベ ー ス 部  
に 収 容 さ れ 、 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 が 前 記 第 １ テ ー パ ー 部 に 設 け ら れ る 請 求 項 ８ に 記 載  
の 金 型 。
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【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 テ ー パ ー 溝 は 、 第 １ テ ー パ ー 部 と 隣 り 合 っ て 設 け ら れ た 第 ２ テ ー パ ー 部 を 備 え 、 前  
記 第 ２ テ ー パ ー 部 の 内 径 は 前 記 第 １ テ ー パ ー 部 の 内 径 よ り も 大 き く 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク  
半 製 品 の 前 記 複 数 の 羽 片 が 第 ２ テ ー パ ー 部 に 収 容 さ れ る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 金 型 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 及 び 金 型 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 バ ド ミ ン ト ン は よ く 見 受 け ら れ る 盛 ん な 球 技 運 動 で あ り 、 プ レ イ ヤ ー が シ ャ ト ル コ ッ ク  
を 打 っ て 試 合 を す る 。 従 来 の シ ャ ト ル コ ッ ク は 主 に 天 然 羽 根 を ベ ー ス 本 体 に 結 合 し た 構 造  
で あ る 。 そ の う ち 、 天 然 羽 根 は ほ と ん ど が ガ チ ョ ウ の 羽 ま た は ア ヒ ル の 羽 で あ り 、 漂 白 と  
選 別 後 シ ャ ト ル コ ッ ク に 使 用 さ れ る 。 し か し な が ら 、 天 然 羽 根 の 取 得 は 困 難 に な っ て き て  
お り 、 か つ 選 別 の 工 程 が 繁 雑 で 、 手 間 が か か る 。 こ の た め 、 市 場 に は 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク  
も あ り 、 天 然 羽 根 の 不 足 と 選 別 の 繁 雑 さ の 問 題 解 決 を 試 み て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 多 く の 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク は ナ イ ロ ン 製 の 軟 質 羽 根 で 天 然 羽 根 を 置 き 換 え 、 軟 質 羽 根 の  
構 造 に よ り 打 撃 時 に 発 生 す る 気 流 の 荷 重 を 受 け て い る が 、 こ の よ う な 軟 質 羽 根 製 の シ ャ ト  
ル コ ッ ク は 、 そ の 提 供 す る 打 撃 の 触 感 が 天 然 羽 根 製 の シ ャ ト ル コ ッ ク に 及 ば ず 、 使 用 者 に  
受 け 入 れ ら れ る こ と が 難 し い 。 ま た 、 現 在 繊 維 強 化 プ ラ ス チ ッ ク 材 料 を 羽 軸 と し て 、 軽 い  
発 泡 材 料 を 羽 片 と す る 設 計 も あ り 、 こ の タ イ プ の 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク は 外 観 が 天 然 シ ャ ト  
ル コ ッ ク と 相 似 し て お り 、 か つ 打 撃 の 触 感 も 軟 質 羽 根 製 の シ ャ ト ル コ ッ ク よ り 優 れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 羽 毛 に 軽 量 発 泡 材 を 用 い た 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 工 程 は 煩 雑 で あ る  
。 例 え ば 。 例 え ば 複 数 の 羽 片 を そ れ ぞ れ 複 数 の 羽 軸 の 一 端 に 接 合 し て か ら 該 複 数 の 羽 軸 の  
他 端 を ベ ー ス 本 体 に 順 次 挿 設 し て 、 ベ ー ス 本 体 と 、 羽 軸 と 、 羽 片 と を 備 え た シ ャ ト ル コ ッ  
ク 半 製 品 を 形 成 す る 。 次 に 、 連 結 糸 （ 麻 糸 ） を 該 複 数 の 羽 軸 に 絡 み 付 け て 羽 軸 の 間 隔 を 固  
定 す る 。 連 結 糸 に 絡 み 付 け た 後 、 手 作 業 で 連 結 糸 を 結 び 、 連 結 糸 に 接 着 剤 を 塗 布 す る 。 接  
着 剤 が 乾 い た 後 、 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 連 結 部 材 が 形 成 さ れ る 。 換 言 す れ ば 、 現 在 羽 片 に  
発 泡 材 を 用 い た 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 連 結 部 材 の 製 造 工 程 は 非 常 に 複 雑 で あ り 、 改 善 の 余  
地 が 残 さ れ て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 に 鑑 み 、 本 発 明 の 主 な 目 的 は 、 雄 型 と 雌 型 の 構 造 を 介 し て 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク  
の 連 結 部 材 を 作 製 し 、 従 来 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 連 結 部 材 の 製 造 工 程 が 煩 雑 な 問 題 を 解 決  
す る 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 及 び 金 型 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 ベ ー ス 本 体 と 、 複 数 の 羽 軸 と 、 複 数 の 羽 片 と を 備  
え 、 前 記 複 数 の 羽 軸 の 一 端 が ベ ー ス 本 体 に 挿 設 さ れ 、 前 記 複 数 の 羽 片 が 前 記 複 数 の 羽 軸 の  
他 端 に 連 結 さ れ る シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 を 用 意 す る ス テ ッ プ と 、 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 を  
円 錐 台 と 、 間 隔 を あ け て 円 錐 台 の 外 側 に 設 け ら れ た 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と を 備 え た 雄 型 に  
入 れ 、 か つ シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 を 円 錐 台 の 外 側 に 置 く ス テ ッ プ と 、 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製  
品 を 雄 型 と と も に 、 テ ー パ ー 溝 と 、 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 と 、 材 料 注 入 流 路 と を 備 え 、 前 記  
複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 は 間 隔 を あ け て テ ー パ ー 溝 の 内 面 に 設 け ら れ 、 材 料 注 入 流 路 は 前 記 複  
数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 に 連 通 さ れ 、 各 前 記 第 １ 環 状 凹 溝 が 各 前 記 第 ２ 環 状 凹 溝 に 対 応 し て 複 数  
の 成 形 溝 を 形 成 し 、 前 記 複 数 の 成 形 溝 は 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 を 介 し て 材 料 注 入 流 路 と  
連 通 す る 雌 型 に 入 れ る ス テ ッ プ と 、 材 料 注 入 流 路 か ら プ ラ ス チ ッ ク を 注 入 し 、 プ ラ ス チ ッ  
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ク は 成 形 溝 内 で 固 化 し て 複 数 の 連 結 部 材 を 形 成 す る ス テ ッ プ と を 含 む 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク  
の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 か ら 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク を  
製 造 す る た め の 金 型 を さ ら に 提 供 す る 。 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 は 、 ベ ー ス 本 体 と 、 複 数 の  
羽 軸 と 、 複 数 の 羽 片 と を 備 え る 。 前 記 複 数 の 羽 軸 の 一 端 は 、 ベ ー ス 本 体 に 挿 設 さ れ 、 前 記  
複 数 の 羽 片 は 前 記 複 数 の 羽 軸 の 他 端 に 連 結 さ れ る 。 金 型 は 、 雄 型 と 、 雌 型 と を 備 え る 。 雄  
型 は 、 円 錐 台 と 、 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と を 備 え る 。 円 錐 台 は 、 外 側 を 有 し 、 シ ャ ト ル コ ッ  
ク 半 製 品 が 円 錐 台 の 外 側 に 配 置 さ れ る 。 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 は 、 間 隔 を あ け て 円 錐 台  
の 外 側 に 設 け ら れ る 。 雌 型 は 、 テ ー パ ー 溝 と 、 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 と 、 材 料 注 入 流 路 と を  
備 え る 。 テ ー パ ー 溝 は 、 内 表 面 を 有 す る 。 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 は 、 間 隔 を あ け て テ ー  
パ ー 溝 の 内 面 に 設 け ら れ る 。 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 が 雄 型 と と も に 雌 型 に 入 れ ら れ る と 、  
各 前 記 第 １ 環 状 凹 溝 は 各 前 記 第 ２ 環 状 凹 溝 に 対 応 し て 、 複 数 の 成 形 溝 を 形 成 す る 。 材 料 注  
入 流 路 は 、 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 に 連 通 さ れ 、 前 記 複 数 の 成 形 溝 が 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状  
凹 溝 を 介 し て 材 料 注 入 流 路 と 連 通 す る 。 材 料 注 入 流 路 か ら プ ラ ス チ ッ ク を 注 入 し 、 プ ラ ス  
チ ッ ク が 前 記 複 数 の 成 形 溝 内 で 固 化 し て 複 数 の 連 結 部 材 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と 円 錐 台 の 頂 面 と が 互 い に 平 行  
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 雄 型 は 、 複 数 の 第 １ 羽 軸 用 溝 を 備 え る 。 前 記 複 数 の 第 １  
羽 軸 用 溝 は 、 間 隔 を あ け て 円 錐 台 の 外 側 に 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と 交 差 す る  
。 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の 前 記 複 数 の 羽 軸 は 、 前 記 複 数 の 第 １ 羽 軸 用 溝 に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ３ 本 の 成 形 溝 を 形 成 す る よ う に 、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹  
溝 及 び 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 の 数 は 、 ３ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 隣 り 合 う ２ つ の 前 記 第 １ 環 状 凹 溝 の 間 の 距 離 は 、 実 質 的  
に 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 テ ー パ ー 溝 は 、 ベ ー ス 部 と 、 第 １ テ ー パ ー 部 と を 備 え 、  
第 １ テ ー パ ー 部 は ベ ー ス 部 と 隣 り 合 っ て 設 け ら れ る 。 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の ベ ー ス 本 体  
は 、 ベ ー ス 部 に 収 容 さ れ 、 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 が 第 １ テ ー パ ー 部 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 テ ー パ ー 溝 は 、 第 １ テ ー パ ー 部 と 隣 り 合 っ て 設 け ら れ た  
第 ２ テ ー パ ー 部 を 備 え る 。 又 、 第 ２ テ ー パ ー 部 の 内 径 は 、 第 １ テ ー パ ー 部 の 内 径 よ り も 大  
き い 。 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の 前 記 複 数 の 羽 片 は 、 第 ２ テ ー パ ー 部 に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 の 続 き 、 本 発 明 の 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 及 び 金 型 に よ れ ば 、 金 型 は 、 雄 型  
と 、 雌 型 と を 備 え る 。 雄 型 は 、 円 錐 台 と 、 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と を 備 え 、 第 １ 環 状 凹 溝 は  
間 隔 を あ け て 円 錐 台 の 外 側 に 設 け ら れ る 。 こ れ に 対 応 し て 、 雌 型 は 、 テ ー パ ー 溝 と 、 複 数  
の 第 ２ 環 状 凹 溝 と を 備 え 、 第 ２ 環 状 凹 溝 は 間 隔 を あ け て テ ー パ ー 溝 に 設 け ら れ る 。 シ ャ ト  
ル コ ッ ク 半 製 品 が 雄 型 と と も に 雌 型 に 入 れ ら れ る と 、 第 １ 環 状 凹 溝 は 第 ２ 環 状 凹 溝 に 対 応  
し て 成 形 溝 を 形 成 す る 。 ま た 、 雌 型 は 、 第 ２ 環 状 凹 溝 と 連 通 す る 材 料 注 入 流 路 を さ ら に 備  
え る 。 材 料 注 入 流 路 か ら プ ラ ス チ ッ ク を 注 入 し た 後 、 プ ラ ス チ ッ ク は 成 形 溝 内 で 固 化 さ れ  
る と 、 複 数 の 連 結 部 材 を 形 成 で き 、 こ れ に よ り 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク を 形 成 す る 。 こ こ で 、  
プ ラ ス チ ッ ク の 固 化 成 形 方 法 で 連 結 部 材 を 製 造 す る と 、 連 結 部 材 と し て 連 結 糸 を 絡 み 付 け  
、 結 び 、 連 結 糸 へ の 接 着 剤 塗 布 な ど の ス テ ッ プ を 省 く こ と が で き る こ と で 、 人 工 シ ャ ト ル  
コ ッ ク の 製 造 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ  
る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で 提 供 さ れ る シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 金 型 の 雄 型 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 金 型 の 雌 型 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ の シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 及 び 雄 型 を 雌 型 に 入 れ る 場 合  
の 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 金 型 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ に 示 す 金 型 の 丸 で 囲 ん だ 部 位 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ３ の 金 型 で 作 製 し た 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 概 略 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 技 術 内 容 に つ い て さ ら に 理 解 を 深 め ら れ る よ う に 、 特 に 具 体 的 な 実 施 例  
を 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 の フ ロ ー チ ャ ー ト で  
あ る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ １ ０ で 提 供 さ れ る シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の 概 略 図 で  
あ る 。 図 ３ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 金 型 の 雄 型 の 概 略 図 で あ る 。 図 ４ は 、 本 発 明 の  
一 実 施 形 態 に 係 る 金 型 の 雌 型 の 概 略 図 で あ る 。 同 時 に 図 １ 、 図 ２ 、 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 さ  
れ た い 。 本 実 施 形 態 の 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク ９ は 、 金 型 １ に よ り 作 製 さ れ 、 そ の 製 造 方 法 は  
図 １ に 示 さ れ て い る 。 以 下 に 、 各 ス テ ッ プ の 内 容 に 沿 っ て 本 実 施 形 態 の 金 型 １ を さ ら に 説  
明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ： シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 ９ ’ を 用 意 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 は 、 主 に シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 ９ ’ （ 図 １ ）  
を 使 用 し て 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク ９ （ 図 ８ ） に 作 製 す る 方 法 で あ る 。 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品  
９ ’ は 、 ベ ー ス 本 体 ９ １ と 、 複 数 の 羽 軸 ９ ２ と 、 複 数 の 羽 片 ９ ３ と を 備 え る 。 ベ ー ス 本 体 ９  
１ の 一 側 は 、 半 球 状 凸 面 で 、 他 側 が 平 面 で あ り 、 平 面 が 羽 軸 ９ ２ の 挿 設 に 用 い ら れ る 。 複  
数 の 羽 軸 ９ ２ は 、 間 隔 を あ け て ベ ー ス 本 体 ９ １ に 設 け ら れ 、 羽 軸 ９ ２ の 一 端 が ベ ー ス 本 体  
９ １ の 平 面 に 挿 設 さ れ る 。 又 、 羽 軸 ９ ２ の 他 端 は 、 羽 片 ９ ３ に 連 結 さ れ 、 す な わ ち 、 羽 片  
９ ３ は そ れ ぞ れ 羽 軸 ９ ２ に 連 結 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 羽 軸 ９ ２ の 素 材 は 、 羽 軸 ９  
２ の 耐 久 性 を 高 め る た め 、 炭 素 繊 維 強 化 樹 脂 材 料 で あ る 。 具 体 的 に は 、 本 実 施 形 態 の 羽 軸  
９ ２ は 一 方 向 性 （ ｕ ｎ ｉ ｄ ｉ ｒ ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ａ ｌ ， Ｕ Ｄ ） 炭 素 繊 維 布 と ガ ラ ス 繊 維 織 布 と  
が 積 層 さ れ て 構 成 さ れ 、 羽 軸 ９ ２ の 強 度 及 び 耐 久 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 好 ま し く は 、 羽 片 ９ ３ は 、 接 着 剤 で 羽 軸 ９ ２ に 接 着 さ れ 、 羽 軸 ９ ２ に 近 く 。 本 実 施 形 態  
に お い て 、 ２ 枚 の 羽 片 ９ ３ が そ れ ぞ れ １ 本 の 羽 軸 ９ ２ に 組 み 合 わ さ れ 、 す な わ ち 、 ２ 枚 の  
羽 片 ９ ３ が そ れ ぞ れ １ 本 の 羽 軸 ９ ２ の 対 向 す る 両 側 に 接 着 さ れ る 。 好 ま し く は 、 先 に 羽 片  
９ ３ を 羽 軸 ９ ２ に 接 合 し て か ら 羽 軸 ９ ２ を ベ ー ス 本 体 ９ １ に 挿 設 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 又 、 本 実 施 形 態 の 羽 片 ９ ３ も 天 然 羽 根 に 代 わ る 人 工 羽 根 で あ る 。 羽 片 ９ ３ は 、 密 度 が ０  
． ９   ｇ ／ ｃ ｍ ３ ～ １ ． ４ ８   ｇ ／ ｃ ｍ ３ の 範 囲 の プ ラ ス チ ッ ク で で き て お り 、 プ ラ ス チ ッ  
ク の 種 類 は 例 え ば 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ ｌ ｏ ｗ   ｄ ｅ ｎ ｓ ｉ ｔ ｙ   ｐ ｏ ｌ ｙ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ｅ ｎ  
ｅ 、 Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ ） 、 リ ニ ア 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ Ｌ ｉ ｎ ｅ ａ ｒ   ｌ ｏ ｗ   ｄ ｅ ｎ ｓ ｉ ｔ ｙ   ｐ  
ｏ ｌ ｙ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ 、 Ｌ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ ） 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト （ ｐ ｏ ｌ ｙ ｅ ｔ ｈ  
ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ   ｔ ｅ ｒ ｅ ｐ ｈ ｔ ｈ ａ ｌ ａ ｔ ｅ 、 Ｐ Ｅ Ｔ ） 、 ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 （ ｐ ｏ ｌ ｙ ｅ ｔ  
ｈ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ 、 Ｐ Ｅ ） 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン （ ｐ ｏ ｌ ｙ ｐ ｒ ｏ ｐ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ 、 Ｐ Ｐ ） 、 ア ク リ  
ロ ニ ト リ ル ・ ブ タ ジ エ ン - ス チ レ ン （ ａ ｃ ｒ ｙ ｌ ｏ ｎ ｉ ｔ ｒ ｉ ｌ ｅ － ｂ ｕ ｔ ａ ｄ ｉ ｅ ｎ ｅ －  
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ｓ ｔ ｙ ｒ ｅ ｎ ｅ 、 Ａ Ｂ Ｓ ） 、 ポ リ ア ミ ド （ ｐ ｏ ｌ ｙ ａ ｍ ｉ ｄ ｅ 、 Ｐ Ａ ） 及 び 発 泡 ポ リ エ チ  
レ ン （ ｅ ｘ ｔ ｒ ｕ ｄ ｅ ｄ   ｐ ｏ ｌ ｙ ｅ ｔ ｈ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ 、 Ｅ Ｐ Ｅ ） な ど の プ ラ ス チ ッ ク 材 質  
で あ り 得 る が こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 好 ま し く は 、 羽 片 ９ ３ は 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ Ｌ Ｄ  
Ｐ Ｅ ） と リ ニ ア 低 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ Ｌ Ｌ Ｄ Ｐ Ｅ ） と の 組 み 合 わ せ で あ り 得 る 。 ま た 、 羽  
片 ９ ３ の 全 体 的 な 構 成 は 、 シ ャ ト ル コ ッ ク の 天 然 羽 根 の 構 成 に ほ ぼ 対 応 す る 。 具 体 的 に は  
、 羽 片 ９ ３ は 互 い に 対 称 と な る 構 成 で あ り 得 、 か つ 羽 軸 ９ ２ を 対 称 軸 と し て 互 い に 対 称 と  
な る 構 成 と な り 、 例 え ば 凧 形 状 の 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ： シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 ９ ’ を 雄 型 １ ０ に 入 れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 実 施 形 態 の 金 型 １ は 、 雄 型 １ ０ （ 図 ３ ） と 、 雌 型 ２ ０ （ 図 ４ ） と を 備 え る 。 雄 型 １ ０  
は 、 円 錐 台 （ ｃ ｏ ｎ ｅ   ｆ ｒ ｕ ｓ ｔ ｕ ｍ ） １ １ と 、 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ と を 備 え る 。  
円 錐 台 １ １ は 、 外 側 １ １ １ を 有 し 、 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 ９ ’ が 円 錐 台 １ １ の 外 側 １ １ １ に  
配 置 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ は 、 間 隔 を あ け て 円 錐 台 １ １ の 外 側 １ １ １ に 設 け ら れ る 。 具 体 的 に は  
、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ は 、 円 錐 台 １ １ の 中 心 軸 に 沿 い 、 円 錐 台 １ １ の 外 側 １ １ １  
を 互 い に 平 行 に 囲 む こ と で 、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ も 円 錐 台 １ １ の 頂 面 １ １ ２ と 互  
い に 平 行 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ は 、 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク ９ の 連 結 部 材 ９ ４ （ 図 ８ ） の 一 部 構 造  
を 形 成 す る た め に 用 い ら れ る 。 し た が っ て 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ の 数 は 、 形 成 し よ う と す る 連  
結 部 材 ９ ４ の 数 を 参 照 で き る 。 好 ま し く は 、 本 実 施 形 態 の 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ の 数 は 、 そ の  
後 の ス テ ッ プ で ３ 本 の 連 結 部 材 ９ ４ を 形 成 す る よ う に 、 ３ つ に す る こ と が で き る 。 好 ま し  
く は 、 隣 り 合 う ２ つ の 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ の 間 の 距 離 は 実 質 的 に 同 じ で あ り 、 好 ま し く は ５  
ｍ ｍ ～ １ ７ ． ５ ｍ ｍ の 範 囲 で あ り 得 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 好 ま し く は 、 雄 型 １ ０ は 、 複 数 の 第 １ 羽 軸 用 溝 １ ３ を さ ら に 含 む 。 前 記 複 数 の 第 １ 羽 軸  
用 溝 １ ３ は 、 同 様 に 間 隔 を あ け て 円 錐 台 １ １ の 外 側 １ １ １ に 設 け ら れ る が 、 前 記 複 数 の 第  
１ 環 状 凹 溝 １ ２ と 交 差 す る 。 例 え ば 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ は 、 円 錐 台 １ １ の 外 側 １ １ １ に 水 平  
に 並 べ ら れ 、 第 １ 羽 軸 用 溝 １ ３ が 円 錐 台 １ １ の 外 側 １ １ １ に 垂 直 に 並 べ ら れ 、 第 １ 羽 軸 用  
溝 １ ３ と 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ と を 交 差 さ せ る 。 又 、 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ が 円 錐 台 １ １ の 外 側 １  
１ １ を 囲 ん で い る の で 、 各 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ は 、 全 て の 第 １ 羽 軸 用 溝 １ ３ に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ に お い て 、 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 ９ ’ を 円 錐 台 １ １ の 外 側 １ １ １ に 入 れ る  
と 共 に シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 ９ ’ の 前 記 複 数 の 羽 軸 ９ ２ を そ れ ぞ れ 第 １ 羽 軸 用 溝 １ ３ に 入 れ  
る 。 換 言 す れ ば 、 第 １ 羽 軸 用 溝 １ ３ は 、 羽 軸 ９ ２ の 制 限 構 造 と し て 機 能 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ ： シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 ９ ’ を 雄 型 １ ０ と と も に 雌 型 ２ ０ に 入 れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ は 、 図 １ に 示 す ス テ ッ プ Ｓ ３ ０ の シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 及 び 雄 型 を 雌 型 に 入 れ る 場  
合 の 概 略 図 で あ る 。 図 ６ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 金 型 の 断 面 図 で あ る 。 図 ７ は 、 図  
６ に 示 す 金 型 の 丸 で 囲 ん だ 部 位 の 拡 大 図 で あ る 。 図 ６ は 、 図 ３ に 示 す 雄 型 と 図 ４ に 示 す 雌  
型 を 組 み 合 立 て た 後 の 断 面 図 で も あ る 。 図 ４ 、 図 ５ 、 図 ６ 及 び 図 ７ を 参 照 さ れ た い 。 本 実  
施 形 態 に お い て 、 雌 型 ２ ０ は 、 テ ー パ ー 溝 ２ １ と 、 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ と 、 材 料 注 入  
流 路 ２ ３ と を 備 え る 。 テ ー パ ー 溝 ２ １ は 、 内 面 ２ １ １ （ 図 ４ ） を 有 し 、 前 記 複 数 の 第 ２ 環  
状 凹 溝 ２ ２ が 間 隔 を あ け て テ ー パ ー 溝 ２ １ の 内 面 ２ １ １ に 設 け ら れ る 。 こ こ で 、 第 ２ 環 状  
凹 溝 ２ ２ の 設 置 位 置 は 、 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ に 対 応 し な け れ ば な ら な い た め 、 第 ２ 環 状 凹 溝  
２ ２ も テ ー パ ー 溝 ２ １ の 中 心 軸 に 沿 い 、 テ ー パ ー 溝 ２ １ の 内 面 ２ １ １ に 互 い に 平 行 に 周 設  
さ れ て い る 。 ま た 、 隣 り 合 う ２ つ の 第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ の 間 の 距 離 も 隣 り 合 う ２ つ の 第 １ 環  
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状 凹 溝 １ ２ の 間 の 距 離 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ の 設 置 位 置 は 、 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ に 対 応 す  
る た め 、 雄 型 １ ０ が 雌 型 ２ ０ の テ ー パ ー 溝 ２ １ に 入 れ ら れ る と 、 各 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ が 各  
第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ に 各 々 対 応 し 、 共 同 で 複 数 の 成 形 溝 Ｍ を 形 成 す る こ と が で き る 。 換 言 す  
れ ば 、 成 形 溝 Ｍ と 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ （ 又 は 第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ ） の 数 は 、 同 じ で あ り 、 本 実  
施 形 態 の 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ 及 び 第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ の 数 が ３ で あ る た め 、 ３ 本 の 成 形 溝 Ｍ を  
形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 成 形 溝 Ｍ は 、 そ の 後 連 結 部 材 ９ ４ を 成 形 た め の 溝 体 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 材 料 注 入 流 路 ２ ３ は 、 連 結 部 材 ９ ４ を 形 成 し よ う と す る プ ラ ス チ ッ ク を 注 入 す る た め に  
用 い ら れ る 。 材 料 注 入 流 路 ２ ３ は 、 第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ と 連 通 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、  
材 料 注 入 流 路 ２ ３ は 、 ３ 本 の 分 岐 流 路 ２ ３ １ を 有 し 、 ３ 本 の 第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ と そ れ ぞ れ  
連 通 す る 。 換 言 す れ ば 、 分 岐 流 路 ２ ３ １ の 数 は 、 第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ の 数 と 同 じ で あ る （ 第  
１ 環 状 凹 溝 １ ２ 及 び 成 形 溝 Ｍ の 数 と も 同 じ で あ る ） 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ： 材 料 注 入 流 路 ２ ３ か ら プ ラ ス チ ッ ク を 注 入 し 、 プ ラ ス チ ッ ク は 成 形 溝  
Ｍ 内 で 固 化 さ れ て 複 数 の 連 結 部 材 ９ ４ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 、 材 料 注 入 流 路 ２ ３ は 、 第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ と 連 通 し 、 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２  
と 第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ と が 共 同 で 成 形 溝 Ｍ を 形 成 し 、 す な わ ち 、 成 形 溝 Ｍ は 第 ２ 環 状 凹 溝 ２  
２ を 介 し て 材 料 注 入 流 路 ２ ３ と 連 通 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 プ ラ ス チ ッ ク は 、 材  
料 注 入 流 路 ２ ３ に 注 入 さ れ 、 分 岐 流 路 ２ ３ １ を 経 由 し て 成 形 溝 Ｍ 内 に 入 り 、 次 い で 成 形 溝  
Ｍ で 固 化 し て 連 結 部 材 ９ ４ を 形 成 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 又 は ポ リ  
ア ミ ド 素 材 の 連 結 部 材 ９ ４ を 形 成 す る た め 、 プ ラ ス チ ッ ク は 、 例 え ば ポ リ プ ロ ピ レ ン （ Ｐ  
ｏ ｌ ｙ ｐ ｒ ｏ ｐ ｙ ｌ ｅ ｎ ｅ 、 Ｐ Ｐ と 略 称 す る ） 、 又 は ポ リ ア ミ ド （ Ｐ ｏ ｌ ｙ ａ ｍ ｉ ｄ ｅ 、  
Ｐ Ａ と 略 称 す る ） 等 の プ ラ ス チ ッ ク 素 材 で あ る が こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ と 第 １ 羽 軸 用 溝 １ ３ （ 羽 軸 ９ ２ の 収 容 用 ） と が 交 差 し て 設 け ら  
れ る た め 、 第 １ 環 状 凹 溝 １ ２ と 第 １ 羽 軸 用 溝 １ ３ と は 、 交 差 部 に 連 通 さ れ る こ と が で き る  
。 し た が っ て 、 プ ラ ス チ ッ ク は 成 形 溝 Ｍ に 注 入 さ れ た 後 、 さ ら に 交 差 部 に 流 れ 込 み 、 羽 軸  
９ ２ の 部 分 （ 交 差 部 ） の 外 側 に 固 化 成 形 さ れ る こ と で 、 固 化 し て 形 成 さ れ た 連 結 部 材 ９ ４  
を 羽 軸 ９ ２ と 連 結 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 好 ま し く は 、 雌 型 ２ ０ も 図 ４ に 示 す よ う に 、 テ ー パ ー 溝 ２ １ の 内 面 ２ １ １ に 間 隔 を あ け  
て 設 け 、 第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ と 交 差 す る 複 数 の 第 ２ 羽 軸 用 溝 ２ ４ を 含 み 得 る 。 シ ャ ト ル コ ッ  
ク 半 製 品 ９ ’ の 羽 軸 ９ ２ は 、 第 １ 羽 軸 用 溝 １ ３ と 第 ２ 羽 軸 用 溝 ２ ４ で 画 成 さ れ た 空 間 内 に 収  
容 さ れ 、 固 化 形 成 さ れ た 連 結 部 材 ９ ４ が 羽 軸 ９ ２ の 外 側 を 均 一 に 覆 う こ と が で き る よ う に  
さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 好 ま し く は 、 テ ー パ ー 溝 ２ １ は 、 ベ ー ス 部 ２ ５ と 、 第 １ テ ー パ ー 部 ２ ６ と 、 第 ２ テ ー パ  
ー 部 ２ ７ と を さ ら に 備 え る 。 第 １ テ ー パ ー 部 ２ ６ と ベ ー ス 部 ２ ５ と が 隣 り 合 っ て 設 け ら れ  
、 第 ２ テ ー パ ー 部 ２ ７ と 第 １ テ ー パ ー 部 ２ ６ と が 隣 り 合 っ て 設 け ら れ る 。 す な わ ち 、 第 １  
テ ー パ ー 部 ２ ６ は 、 ベ ー ス 部 ２ ５ と 第 ２ テ ー パ ー 部 ２ ７ と の 間 に 位 置 す る 。 同 時 に 図 ４ 、  
図 ５ 及 び 図 ６ を 参 照 す る と 、 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 ９ ’ の ベ ー ス 本 体 ９ １ は 、 ベ ー ス 部 ２ ５  
に 設 け ら れ 、 第 ２ 環 状 凹 溝 ２ ２ 及 び 第 ２ 羽 軸 用 溝 ２ ４ が 両 方 と も 第 １ テ ー パ ー 部 ２ ６ に 設  
け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 第 ２ テ ー パ ー 部 ２ ７ の 内 径 は 、 第 １ テ ー パ ー 部 ２ ６ の 内 径 よ り も 大  
き い 。 す な わ ち 、 第 ２ テ ー パ ー 部 ２ ７ が テ ー パ ー 溝 ２ １ の 外 側 に 向 か っ て 拡 が り 、 シ ャ ト  
ル コ ッ ク 半 製 品 ９ ’ の 羽 片 ９ ３ を 第 ２ テ ー パ ー 部 ２ ７ に 収 容 さ せ る こ と が で き る 。 好 ま し く  
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は 、 雄 型 １ ０ は 円 錐 台 １ １ と 隣 り 合 っ て 設 け ら れ 、 雌 型 ２ ０ の 第 ２ テ ー パ ー 部 ２ ７ に 対 応  
す る こ と が で き る 円 筒 部 １ ４ を さ ら に 備 え る 。 羽 片 ９ ３ は 、 円 筒 部 １ ４ と 第 ２ テ ー パ ー 部  
２ ７ と の 間 に 収 容 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ： 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク ９ を 金 型 １ か ら 離 型 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ８ は 、 図 ３ の 金 型 で 作 製 さ れ た 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 概 略 図 で あ り 、 図 ８ を 参 照 さ れ  
た い 。 プ ラ ス チ ッ ク が 成 形 溝 Ｍ 内 で 固 化 し て 連 結 部 材 ９ ４ を 形 成 し た 後 （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ０  
） で 、 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク ９ を 作 製 し た 。 最 後 に 図 ８ に 示 す よ う に 、 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク  
９ を 金 型 １ か ら 離 型 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 プ ラ ス チ ッ ク の 固 化 成 形 方 法 で 連 結 部 材 を 製 造 す る と 、 連 結 部 材 ９ ４ と し て 連 結 糸 を 絡  
み 付 け 、 結 び 、 連 結 糸 へ の 接 着 剤 塗 布 な ど の ス テ ッ プ を 省 く こ と が で き る こ と で 、 人 工 シ  
ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク ９ の 製 造 方 法 の 最 後 ス テ ッ プ は 、 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク ９ の 全  
体 に 接 着 剤 で 塗 布 す る た め 、 接 着 剤 が 乾 く こ と を 待 つ 時 間 の 必 要 が あ る 。 本 実 施 形 態 に お  
い て 、 羽 軸 ９ ２ の 素 材 は 、 炭 素 繊 維 強 化 樹 脂 材 料 で 、 か つ 連 結 部 材 ９ ４ が プ ラ ス チ ッ ク 固  
化 成 形 し た も の で あ る た め 、 光 硬 化 接 着 剤 （ 例 え ば Ｕ Ｖ 接 着 剤 ） を 使 用 し て 人 工 シ ャ ト ル  
コ ッ ク ９ 全 体 に 塗 布 す る こ と で 、 同 様 に 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク ９ の 製 造 効 率 を 向 上 さ せ る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 を ま と め る と 、 本 発 明 の 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 及 び 金 型 に よ れ ば 、 金 型 は  
、 雄 型 と 、 雌 型 と を 備 え る 。 雄 型 は 、 円 錐 台 と 、 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と を 備 え 、 第 １ 環 状  
凹 溝 は 間 隔 を あ け て 円 錐 台 の 外 側 に 設 け ら れ る 。 こ れ に 対 応 し て 、 雌 型 は 、 テ ー パ ー 溝 と  
、 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 と を 備 え 、 第 ２ 環 状 凹 溝 は 間 隔 を あ け て テ ー パ ー 溝 に 設 け ら れ る 。  
シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 が 雄 型 と と も に 雌 型 に 入 れ ら れ る と 、 第 １ 環 状 凹 溝 は 第 ２ 環 状 凹 溝  
に 対 応 し て 成 形 溝 を 形 成 す る 。 ま た 、 雌 型 は 、 第 ２ 環 状 凹 溝 と 連 通 す る 材 料 注 入 流 路 を さ  
ら に 備 え る 。 材 料 注 入 流 路 か ら プ ラ ス チ ッ ク を 注 入 し た 後 、 プ ラ ス チ ッ ク は 成 形 溝 内 で 固  
化 さ れ る と 、 複 数 の 連 結 部 材 を 形 成 で き 、 こ れ に よ り 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク を 形 成 す る 。 こ  
こ で 、 プ ラ ス チ ッ ク の 固 化 成 形 方 法 で 連 結 部 材 を 製 造 す る と 、 連 結 部 材 と し て 連 結 糸 を 絡  
み 付 け 、 結 び 、 連 結 糸 へ の 接 着 剤 塗 布 な ど の ス テ ッ プ を 省 く こ と が で き る こ と で 、 人 工 シ  
ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 の 形 態 を 用 い て 説 明 し た が 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 は 上 記 実 施 の 形 態  
に 記 載 の 範 囲 に は 限 定 さ れ な い 。 上 記 実 施 の 形 態 に 、 多 様 な 変 更 ま た は 改 良 を 加 え る こ と  
が 可 能 で あ る こ と が 当 業 者 に 明 ら か で あ る 。 そ の 様 な 変 更 ま た は 改 良 を 加 え た 形 態 も 本 発  
明 の 技 術 的 範 囲 に 含 ま れ 得 る こ と が 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 か ら 明 ら か で あ る 。
〔 付 記 １ 〕
  ベ ー ス 本 体 と 、 複 数 の 羽 軸 と 、 複 数 の 羽 片 と を 備 え 、 前 記 複 数 の 羽 軸 の 一 端 が 前 記 ベ ー  
ス 本 体 に 挿 設 さ れ 、 前 記 複 数 の 羽 片 が 前 記 複 数 の 羽 軸 の 他 端 に 連 結 さ れ る シ ャ ト ル コ ッ ク  
半 製 品 を 用 意 す る ス テ ッ プ と 、
  前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 を 円 錐 台 と 、 間 隔 を あ け て 前 記 円 錐 台 の 外 側 に 設 け ら れ た 複  
数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と を 備 え た 雄 型 に 入 れ 、 か つ 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 を 円 錐 台 の 外 側  
に 置 く ス テ ッ プ と 、
  前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 を 雄 型 と と も に 、 テ ー パ ー 溝 と 、 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 と 、 材  
料 注 入 流 路 と を 備 え 、 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 は 間 隔 を あ け て 前 記 テ ー パ ー 溝 の 内 面 に 設  
け ら れ 、 前 記 材 料 注 入 流 路 は 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 に 連 通 さ れ 、 各 前 記 第 １ 環 状 凹 溝 が  
各 前 記 第 ２ 環 状 凹 溝 に 対 応 し て 複 数 の 成 形 溝 を 形 成 し 、 前 記 複 数 の 成 形 溝 は 前 記 複 数 の 第  
２ 環 状 凹 溝 を 介 し 前 記 材 料 注 入 流 路 と 連 通 す る 雌 型 に 入 れ る ス テ ッ プ と 、
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  前 記 材 料 注 入 流 路 か ら プ ラ ス チ ッ ク を 注 入 し 、 前 記 プ ラ ス チ ッ ク は 成 形 溝 内 で 固 化 し て  
複 数 の 連 結 部 材 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
  を 含 む 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 。
〔 付 記 ２ 〕
  前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と 前 記 円 錐 台 の 頂 面 と が 互 い に 平 行 で あ る 付 記 １ に 記 載 の 人 工  
シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 。
〔 付 記 ３ 〕
  前 記 雄 型 は 、 間 隔 を あ け て 前 記 円 錐 台 の 外 側 に 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と 交  
差 す る 複 数 の 第 １ 羽 軸 用 溝 を 備 え 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の 前 記 複 数 の 羽 軸 が 前 記 複  
数 の 第 １ 羽 軸 用 溝 に 収 容 さ れ る 付 記 １ に 記 載 の 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 。
〔 付 記 ４ 〕
  ３ 本 の 成 形 溝 を 形 成 す る よ う に 、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 及 び 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝  
の 数 は 、 ３ で あ る 付 記 １ に 記 載 の 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 。
〔 付 記 ５ 〕
  隣 り 合 う ２ つ の 前 記 第 １ 環 状 凹 溝 の 間 の 距 離 は 、 実 質 的 に 同 じ で あ る 付 記 ４ に 記 載 の 人  
工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 。
〔 付 記 ６ 〕
  前 記 テ ー パ ー 溝 は 、 ベ ー ス 部 と 、 第 １ テ ー パ ー 部 と を 備 え 、 前 記 第 １ テ ー パ ー 部 は 前 記  
ベ ー ス 部 と 隣 り 合 っ て 設 け ら れ 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の ベ ー ス 本 体 が 前 記 ベ ー ス 部  
に 収 容 さ れ 、 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 が 前 記 第 １ テ ー パ ー 部 に 設 け ら れ る 付 記 １ に 記 載 の  
人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク の 製 造 方 法 。
〔 付 記 ７ 〕
  前 記 テ ー パ ー 溝 は 、 第 １ テ ー パ ー 部 と 隣 り 合 っ て 設 け ら れ た 第 ２ テ ー パ ー 部 を 備 え 、 前  
記 第 ２ テ ー パ ー 部 の 内 径 は 前 記 第 １ テ ー パ ー 部 の 内 径 よ り も 大 き く 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク  
半 製 品 の 前 記 複 数 の 羽 片 が 第 ２ テ ー パ ー 部 に 収 容 さ れ る 付 記 ６ に 記 載 の 人 工 シ ャ ト ル コ ッ  
ク の 製 造 方 法 。
〔 付 記 ８ 〕
  シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 か ら 人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク を 製 造 す る た め の 金 型 で あ っ て 、 前 記 シ  
ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 は 、 ベ ー ス 本 体 と 、 複 数 の 羽 軸 と 、 複 数 の 羽 片 と を 備 え 、 前 記 複 数 の  
羽 軸 の 一 端 は ベ ー ス 本 体 に 挿 設 さ れ 、 前 記 複 数 の 羽 片 は 前 記 複 数 の 羽 軸 の 他 端 に 連 結 さ れ  
、 前 記 金 型 は 、
  外 側 を 有 し 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 が 円 錐 台 の 外 側 に 配 置 さ れ る 円 錐 台 と 、 間 隔 を  
あ け て 前 記 円 錐 台 の 外 側 に 設 け ら れ た 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と を 備 え た 雄 型 と 、
  内 表 面 を 有 す る テ ー パ ー 溝 と 、 間 隔 を あ け て 前 記 テ ー パ ー 溝 の 前 記 内 面 に 設 け ら れ 、 前  
記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 が 前 記 雄 型 と と も に 雌 型 に 入 れ ら れ る と 、 各 前 記 第 １ 環 状 凹 溝 は  
各 前 記 第 ２ 環 状 凹 溝 に 対 応 し て 、 複 数 の 成 形 溝 を 形 成 す る 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 と 、 前 記 複  
数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 に 連 通 さ れ 、 前 記 複 数 の 成 形 溝 が 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 を 介 し て 材 料  
注 入 流 路 と 連 通 す る 材 料 注 入 流 路 と を 備 え た 雌 型 と を 含 み 、
  前 記 材 料 注 入 流 路 か ら プ ラ ス チ ッ ク を 注 入 し 、 前 記 プ ラ ス チ ッ ク が 前 記 複 数 の 成 形 溝 内  
で 固 化 し て 複 数 の 連 結 部 材 を 形 成 す る 金 型 。
〔 付 記 ９ 〕
  前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と 前 記 円 錐 台 の 頂 面 と が 互 い に 平 行 で あ る 付 記 ８ に 記 載 の 金 型 。
〔 付 記 １ ０ 〕
  前 記 雄 型 は 、 間 隔 を あ け て 前 記 円 錐 台 の 外 側 に 設 け ら れ 、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 と 交  
差 す る 複 数 の 第 １ 羽 軸 用 溝 を 備 え 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の 前 記 複 数 の 羽 軸 が 前 記 複  
数 の 第 １ 羽 軸 用 溝 に 収 容 さ れ る 付 記 ８ に 記 載 の 金 型 。
〔 付 記 １ １ 〕
  ３ 本 の 成 形 溝 を 形 成 す る よ う に 、 前 記 複 数 の 第 １ 環 状 凹 溝 及 び 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝  
の 数 は 、 ３ で あ る 付 記 ８ に 記 載 の 金 型 。
〔 付 記 １ ２ 〕
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  隣 り 合 う ２ つ の 前 記 第 １ 環 状 凹 溝 の 間 の 距 離 は 、 実 質 的 に 同 じ で あ る 付 記 １ １ に 記 載 の  
金 型 。
〔 付 記 １ ３ 〕
  前 記 テ ー パ ー 溝 は 、 ベ ー ス 部 と 、 第 １ テ ー パ ー 部 と を 備 え 、 前 記 第 １ テ ー パ ー 部 は 前 記  
ベ ー ス 部 と 隣 り 合 っ て 設 け ら れ 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品 の ベ ー ス 本 体 が 前 記 ベ ー ス 部  
に 収 容 さ れ 、 前 記 複 数 の 第 ２ 環 状 凹 溝 が 前 記 第 １ テ ー パ ー 部 に 設 け ら れ る 付 記 ８ に 記 載 の  
金 型 。
〔 付 記 １ ４ 〕
  前 記 テ ー パ ー 溝 は 、 第 １ テ ー パ ー 部 と 隣 り 合 っ て 設 け ら れ た 第 ２ テ ー パ ー 部 を 備 え 、 前  
記 第 ２ テ ー パ ー 部 の 内 径 は 前 記 第 １ テ ー パ ー 部 の 内 径 よ り も 大 き く 、 前 記 シ ャ ト ル コ ッ ク  
半 製 品 の 前 記 複 数 の 羽 片 が 第 ２ テ ー パ ー 部 に 収 容 さ れ る 付 記 １ ３ に 記 載 の 金 型 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ ０      雄 型
１       金 型
１ １      円 錐 台
１ １ １   外 側
１ １ ２   頂 面
１ ２      第 １ 環 状 凹 溝
１ ３      第 １ 羽 軸 用 溝
１ ４      円 筒 部
２ ０      雌 型
２ １      テ ー パ ー 溝
２ １ １   内 面
２ ２     第 ２ 環 状 凹 溝
２ ３      材 料 注 入 流 路
２ ３ １   分 岐 流 路
２ ４      第 ２ 羽 軸 用 溝
２ ５      ベ ー ス 部
２ ６      第 １ テ ー パ ー 部
２ ７      第 ２ テ ー パ ー 部
９       人 工 シ ャ ト ル コ ッ ク
９ ’      シ ャ ト ル コ ッ ク 半 製 品
９ １      ベ ー ス 本 体
９ ２      羽 軸
９ ３      羽 片
９ ４      連 結 部 材
Ｍ       成 形 溝
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

JP 7462008 B2 2024.4.4(13)

フロントページの続き

台湾  １１５６３  タイペイ  シティ，ナンガン  ディストリクト，ナンガン  ロード，セクション  
３，レーン  ６７，ナンバー  ３－２

(72)発明者　 ツ－ウェイ  ワン
台湾  １１５６３  タイペイ  シティ，ナンガン  ディストリクト，ナンガン  ロード，セクション  
３，レーン  ６７，ナンバー  ３－２

(72)発明者　 シン－チェン  ワン
台湾  １１５６３  タイペイ  シティ，ナンガン  ディストリクト，ナンガン  ロード，セクション  
３，レーン  ６７，ナンバー  ３－２

(72)発明者　 ワイ－リン  ホウ
台湾  １１５６３  タイペイ  シティ，ナンガン  ディストリクト，ナンガン  ロード，セクション  
３，レーン  ６７，ナンバー  ３－２

審査官　 北澤  健一
(56)参考文献 特開２０１７－０３８９１０（ＪＰ，Ａ）

実公昭３３－０１２５２６（ＪＰ，Ｙ１）
特開２０２１－０３００９０（ＪＰ，Ａ）
韓国公開特許第１０－２０１１－００５２２６０（ＫＲ，Ａ）
特表２０１５－５０１６８７（ＪＰ，Ａ）
国際公開第２０１２／０２３５８７（ＷＯ，Ａ１）
特開平０７－２９９１７４（ＪＰ，Ａ）
英国特許出願公告第００６８６０５９（ＧＢ，Ａ）
国際公開第２０１７／２１３０３９（ＷＯ，Ａ１）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ２９Ｃ    ３３／００－３３／７６
Ｂ２９Ｃ    ４５／００－４５／８４
Ｂ２９Ｃ    ３９／００－３９／４４
Ａ６３Ｂ    ６７／００－６７／２２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

